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 要  旨 
 近年無線及び有線通信おける高速伝送への要求は高まる一方である. 限られた帯域を効率よく
使用するための変調方式が必須であり, そのための研究が広く行われている. その中で現在注目
され広く用いられている技術の一つはOFDM(Orthogonal Frequency Division Multiplexing, 直
交周波数分割多重)である. 
 
一方，移動体通信では受信機の移動などによってドップラーシフトが発生し, 搬送波は周波数オ
フセット（ずれ）を受けるという問題がある．これにより受信信号の位相が回転し，受信側でビ
ット誤り率（BER）特性が劣化する．OFDMシステムは, 周波数オフセットに対して非常に感度
が高く影響を受けやすい．周波数オフセットを受けると受信側でサブキャリア間の直交性が崩れ, 
間干渉が発生し，通信品質が大きく低下してしまう. この直交性を保つためには, 伝送路で受ける
周波数オフセットを補正する自動周波数制御(Automatic Frequency Control) が必須である. 
 
OFDM における周波数オフセット補正方式として, ガードインターバルとシンボル後部の信号
との相関性を利用して, 有効シンボル長内に生じる位相回転を検出する方法，直交偏波を用いる
方法，パイロットシンボルを使用する方法など提案されている．最後のパイロットシンボルを用
いる方法は周波数オフセット推定精度がよいが伝送効率が悪いという問題点がある． 
そこで，本研究ではパイロットの代わりに送信データの一部を利用する新たな方法を提案，検討
を行った．従来方式と通信品質が変わらないという条件で，伝送効率の向上を目的とした．従来
と提案方式をパイロットデータを送る周期で比較した．その結果，パイロット周期が 2 のとき
50%，3のとき 25%，一般に Tのとき[50/(T-1)]%の改善が得られた． 
 
最後に，計算機シミュレーションで従来と提案方式の比較を車の移動を想定した 2種のドップラ
ーシフトモデルで行い，通信品質が従来と提案方式で同等であることを明らかにした． 
 
